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令和元年度 ９月定例会 会議録 

 

 

◎招集年月日  令和元年９月２５日（水） 

◎開催日時  令和元年９月２７日（金） 午後３時～午後５時３５分 

◎場   所  伊那市役所 庁議室 

◎出 席 委 員  笠原教育長、北原教育長職務代理者、田畑教育委員、原田教育委員、黒河内

教育委員 

◎欠 席 委 員  なし 

◎出 席 職 員  馬場教育次長、福澤学校教育課長、北林生涯学習課長、捧企画調整幹、早川

企画調整幹、北澤指導主事、小松指導主事、伊藤教育総務係長 

 

１ 開  会 

 

２ 教育長あいさつ 

   ・笠原教育長（あいさつ） 

 

３ 委員のひと言 

笠原教育長  「10/11 長野県市町村教育委員会研修総会」リハーサル 

 

４ 会議事項 

  第１ 教育長報告 

・資料に基づき教育長報告 

（質疑なし） 

 

第２ 協議事項 

（１）教育委員会の事務の管理及び執行状況の点検及び評価報告書について 

・資料に基づき各課長説明 

・幼保小中の連携について、「進学時の学校不適応」はこれまでに取り組みにより無くな

ってきていると思うが現状はどうか。との質問が出され、完全に解消はされていない。

今後の課題ととらえている。との説明がありました。 

・特別支援教育について、支援員は年々増加している。支援員に対する教育はどうなっ

ているのか。との質問が出され、支援員に力を付けることが必要。研修等の場があれ

ば参加させたい。との説明がありました。これに対し、研修の場を設ける。等の記載

が必要との意見が出されました。 

・この評価書は誰に出すものなのか。との質問が出され、議会へ報告し、市民へ公表す

るものである。との説明がありました。 

・事故評価の「ｃ」がない。改善の必要のある事業はないのか。との質問が出され、大

きな課題が残っている事業はないとの判断をしている。過去には「ｃ」評価はあった

が、事業を進めてくる中でその評価はなくなってきた。との説明がありました。これ

に対し、課題のある事業がないことは自然ではない。「ｃ」評価があっても良いのでは

ないか。との意見が出されました。 



2 

 

・時系列の中で「ｃ」が「ａ」へ上がってきたもの。全て「ｃ」でも良いし、「ａ」だか

らと言って、これ以上何もなくても良いというものでもないのではないか。 

・人権同和教育の推進で、人権同和学級は平成２５年から休会中のようだが、記載して

おく必要があるのか。との質問が出され、記載の必要はないので削除する。との説明

がありました。 

・学童クラブで、開所時間を繰り上げているので、改善点として記載すべきではないか。

との質問が出され、実際繰り上げたのは本年度である。との説明がありました。 

・伊那能について、小学校の出張講座は隔年開催となっているのか。との質問が出され、

出張講座は毎年行っている。との説明がありました。 

・民俗資料館３施設について、月別の利用者数を出し、評価の材料とすべきではないか。

また、価値のあるものは、採算だけで評価すべきではないと考える。との質問が出され、

観桜機以外の来館者は少ない。分かりやすい資料を示したい。との説明がありました。 

・創造館事業について、顔面付釣手型土器がフランスへ行っている。特筆すべき事項と

して記載しておくべきではないか。との質問が出され、記載したい。歴史博物館で行っ

ている古文書の公開も記載したい。との説明がありました。 

・総合型地域スポーツクラブについて、「会費が県下トップクラス」とあるが、高いとい

う意味か。との質問が出され、そのとおり。との説明がありました。それに対し、表現

の検討が必要ではないか。との意見が出されました。 

 

第３ 報告事項 

（１）市議会９月定例会一般質問から 

・資料に基づき教育次長説明 

（質疑なし） 

 

（２）上伊那社会教育関係者懇談会について 

・資料に基づき生涯学習課長説明 

（質疑なし） 

 

（３）共催・後援について 

・資料に基づき学校教育課長説明 

（質疑なし） 

 

５ その他（教育次長）  

（１）１０月の日程について 

（２）１１月以降の主な行事予定について 

 

６ 閉  会 


